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電気自動車・再生可能エネルギー・SDGs
を鉱物調達の視点から再検証するモニタリ
ング・普及啓発・提言活動

熊本地震被災地域における活性化のための
活動

オンラインセミナー
延べ参加者数 753 人

教材作成用写真・映像 1,400 点

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 25 ％
 フィリピン、インドネシア、エクアドル、日本全域など 調査研究

ひろげる助成

1年目

実　践

復興支援助成

1年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
● 連続オンラインセミナー「気候危機対策における公
正なトランジションとは？―鉱物資源の視点から考
える」（全3回）を実施
● 国際オンラインフォーラム「気候危機がもたらすア
ジアの危機―エネルギートランジションに脅かされ
るフィリピンの生物多様性と暮らし」を実施
● 足尾銅山開発現場とその環境・健康被害影響取材を
実施
● エクアドルの鉱山開発の状況についてオンライン取
材を実施
●資源開発・精錬企業1社と面会実施
●教材開発のための企画委員会を組織・実施

活動内容と成果
● ブランディング化のために赤牛肥育、コーヒー豆
栽培オーナー制導入、水前寺ノリの実証実験を開
始
● 復興イベントとして南阿蘇鉄道の未開通の無人駅
で「駅カフェ・ミニミニコンサート」3か所、復興整
備地で「グランピング」を開催。参加者60人
● 農業復興の一環として、開墾塾、農業体験を実施。
新規就農予定者2人農業研修中
● 地震後の耕作放棄地を重機を利用し、水田整備

2ha、農地整備7ha。延べ114人参加

課　題
気候変動対策として電気自動車等の需要が急速に拡大し
ているが、その生産に必要となるリチウム・ニッケル・銅
の獲得のため、拙速かつ破壊的な鉱山開発が進んでいる。

目　標
「責任ある鉱物採掘」が資源開発セクターの標準とな
り、気候変動対策などの切迫した問題に対しても十分
な環境配慮がされ採掘された鉱物が活用される状態を
目指す。

課　題
熊本地震被災住民に暮らし再建の希望を持てるよう
にすること。そのために住民自らの力で修復可能な
農地や施設を自力で再生し、経済基盤となる特産農
産物の強化をはかること。

目　標
阿蘇の地震被災の集落が、自然豊かで多くの生命の
営みが感じられる農村集落として復活する。

〒101-0063
東京都千代田区神田淡路町1-7-11
電話：03-5209-3455
E-mail：office@parc-jp.org
HP：http://www.parc-jp.org/

〒869-1404
熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽1475-1
アースライブラリー内
電話：080-3018-0573
E-mail： ecofarmers@asoeco.jp
HP：https://www.facebook.com/npoecofarmers

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍により海外の
鉱山開発現場への取材などが実施で
きず、実態調査や映像教材制作のた
めの素材集めに苦心した。

■工夫した点
オンラインツールを駆使した代替案
（オンライン報告会、オンライン取
材、調査・映像撮影委託など）を柔軟
に検討・実施した。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で、三密とな
る大規模なイベントや塾が開始でき
なかったこと。

■工夫した点
三密を避けるため、小さなイベント
や小規模塾の開催に変更し、SNSや
レポートによる発信を実施。同時に、
農地整備を強化。

新型コロナウイルスによる制限が解除され、当初の予定通り現地訪問ができ、調
査・取材ができることを望む。そうでない場合にも、オンラインを駆使した代替案
にて目標達成ができるよう、状況を注視しつつ柔軟に対応していく。

新型コロナウイルス禍で大打撃を被っている中、地方価値が見直されている。この
機会に阿蘇の魅力をいかすために、農地の整備を行い、農業人材育成、特産農畜産
物開発を進め、景観維持と農業の持続的発展につなげていく。

今後の
展望

今後の
展望

足尾銅山煙害跡地における植林活動足尾銅山煙害跡地における植林活動

開墾塾の活動開墾塾の活動

足尾銅山環境・健康被害に関する足尾銅山環境・健康被害に関する
視察・取材の様子視察・取材の様子

熊本地震後の耕作放棄地を重機で熊本地震後の耕作放棄地を重機で
整備整備

勉強会、塾参加者 51 人
復興ミニイベント、
農業体験 68 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 30 ％
 熊本県


